







































でランキング第 2 位から第 3 位ぐらいに位置していますし、そして石油の輸入も世界でランキング第











　それは理論上の話でしたけれども、2004 年から、この 3 国の間で、特にロシアのガスの供給につ
いては日中の間で少し競争がありました。もちろんその後は 3 国間でいろいろ調整しましたけれども、




うに、2008 年の 6 月に協議がありました。その協議は、臨時的な措置として、つまり東シナ海に関



























があります。例えば石油化学の産業の発展史から見れば、日本は 20 世紀の 50 年代半ばごろから石油
化学製品の国産化を進めましたが、60 年代には日本の石油化学産業が急速に成長し、最初の国産化
から、その後の 1965 年までは石油化学製品の輸出額が初めて輸入額を超えて、日本はやっと石油製
品の輸出国となりました。そして、72 年末まで日本のエチレン生産能力が年間 480 万トンぐらいに










術を持っています。過去 30 年来、日本は大体 30％のエネルギー使用量を減らしましたが、中国も今、
一生懸命、エコシティとかノーカーボンとか、エネルギー対策を目指して頑張っています。例えば



















































































































































































































































































































































　中国の立場としては、短期目標としては ASEAN ＋ 1（中国）と ASEAN ＋ 3（日中韓）の 2
つを進めています。ただ、もう 1 つ、アメリカが提唱した TPP に関しては、もっと慎重に観察
が必要ではないかと思います。中国としては、さっきお話ししたように ASEAN ＋ 3 と ASEAN
＋ 1 をぜひ進めていきたいと考えています。

































































































1 ）研究会後、予定通り行われた外相会合においては、「〔2010 年〕12 月の日中韓協力事務局設立協定への署
名を歓迎し，韓国における本年早期の事務局設立について期待を表明した」とされる。外務省ウェブサイト
を参照（http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/jck/g_kaigi/jck_1103_gai.html、2011 年 4 月 21 日確認）。
2 ）中国が外交の基本原則とする「平和五原則」。①領土・主権の相互尊重、②相互不可侵、③内政不干渉、
④平等互恵、⑤平和共存。1955 年のアジア・アフリカ会議（バンドン会議）で脚光を浴びた。
3 ）原語は「韜光養晦」。
